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論 文 内 容 要 旨
下肢切断による立位姿勢制御能力の低下は,日 常生活動作に大きな影響を及ぼ し,反 対側の下
肢機能がその後の起居移動動作能力に大きな影響を与える。 これまで下肢切断者の姿勢保持能力
に対する過去の研究では,静 止立位保持時の下肢筋群筋活動,重 心動揺,ま た静止立位保持時に
一側下肢の上げ下げを行わせるといった動的立位保持時の筋活動,重 心動揺などの評価を行 って
きた。そ して,実 際に理学療法では,姿 勢制御能力を向上 させ,歩 行能力の再獲得のために,股
関節屈曲伸展,膝 関節屈曲伸展運動など一般的な関節運動による健側下肢筋群 ・断端下肢筋群の
筋力増強運動,早 期か らの立位,荷 重訓練,歩 行を行 ってきている。
これ らにより,下 肢切断者は歩行能力を再獲得 し社会復帰をしているが,下 肢切断者の立位保
持再獲得には,初 めて義足を装着 してから歩行を獲得するまでの間に,立 位姿勢保持制御方法は
日々変化 しているものと推測され,そ して リハ ビリテーション施行中,姿 勢制御保持能力獲得状
態,理 学療法の効果判定を知 るための,最 も適した評価方法,訓 練方法が必要となると思われる。
それゆえ下肢切断者の立位保持時の筋活動,筋 活動の経時的変化を評価するべきであると思われ
るが,こ れまでの研究では,切 断者が歩行能力を再獲得するまでの期間において,初 めて義足を
装着 した時の,静 止立位保持時の健側下肢筋活動,重 心動揺などの立位バランスの評価,ま たは
初めての装着か ら退院までの立位保持時の筋活動様式の時間的な変化 ・経過 についての報告はみ
られない。
よって本研究では,下 肢切断者が義足歩行を獲得する上で,下 肢切断者が初めて義足を装着 し
てか ら退院時までの間に,ど のような代償運動,姿 勢保持戦略を利用 して姿勢制御を行 っている
かを下肢筋群の筋活動により明らかにし,ま たその筋活動が理学療法を受ける期間でどのように
変化するかを明 らかにする目的で行 った。また同時に義足装着患者における静止立位保持時の重
心動揺軌跡長,歩 行速度がどのように変移するかを検討 した。 ∫
対象は6名 の下肢切断患者(平 均年齢57.3±19.0歳)。 内訳は2名 が大腿切断患者,残 り4名
は下腿切断患者であった。対象者の切断下肢以外は,健 側下肢,体 幹に整形外科的 ・神経学的疾
患の既往の無い者とした。立位姿勢保持の評価は,表 面筋電図,床 反力計により行った。被験者
を床反力計上 に開脚10cmで 立位保持 させ,6つ の異なる姿勢(掴 み義足立ち位,義 足立位,重
心の前方移動1前 方 シフ ト位,後 方移動;後 方 シフ ト位,健 側下肢側移動:健 側シフ ト位,義 足
側移動:義 足側 シフ ト位)を10秒 間保持させ,立 位保持時の下肢筋活動 と重心動揺を同時に記
録 した。表面筋電図は健側下肢の外側広筋 内側広筋,半 腱様筋 前脛骨筋 腓腹筋の筋腹上に,
ディスポーザブル電極を電極間距離2cmで 貼付 し,筋 電計にて記録 した。得 られたデータは波
形解析システムを用 い,二 乗平均平方根(RootMeanSquare以 下RMS)に より平滑化 した。
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また表面筋電図を正規化するために波形の振幅は10秒 間の掴み義足立ち位の表面筋電図の値を
!00%と して正規化 し%RMSEMGと して表 した。また10m最 大歩行速度 も計測 した。
結果,初 めて義足を装着 した日においては,測 定姿勢別ごとに筋群の活動に有意な差は見られ
なか ったが,義 足装着1週 後には重心の前方 シフト姿勢時において腓腹筋 と他の筋群の働きの間
に有意差が見 られた。また同様に重心の義足下肢側移動時にも腓腹筋 と他の筋群 との間に有意差
が認められた。第二週目では重心の前方 シフ ト位,後 方 シフ ト位,健 側 シフ ト位,義 足下肢 シフ
ト位において有意差が認められた。最終回である3週 目には重心の前方シフ ト時のみに筋群間に
有意差が認め られた。 また下腿下肢切断者群だけに同様の検定を行 った結果,初 回,最 終回の肢
位別筋活動 に有意差が認められなかったが,第1週 目には重心の前方移動時に,第2週 目には前
方移動時,健 側下肢側移動時の腓腹筋と他の筋群間に有意差が認められた。よって,静 止立位の




に有意な差は認められなかった。 しかし個別的に筋活動の経過を見 ると,義 足装着初期か ら積極
的な筋活動が起 こり,時 間の経過と共にその筋活動が少なくなって くるパターンを示すタイプと,
装着初期には筋の活動は見られないが,時 間の経過と共に徐々に筋活動が増加 してい くパター ン
を示すタイプが見 られた。 また義足装着早期に見 られた重心の前方移動による立位姿勢制御が,
時間の経過 とともに後方へと移動 しての立位姿勢保持が可能とな る傾向が見られた。最終的に,
重心移動に対応 したバランス戦略を行うようになることが示唆され,こ のような効率的な筋活動
の獲得により,立 位姿勢時の重心動揺は減少 し,ま た十分な前後の重心移動が獲得することによ
り,実 用的な速度をともなった安定 した歩行能力が可能 となるものと推測された。
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審 査 結 果 の 要 旨
本論文は,下 肢切断者が初めて義足を装着 してか ら歩行機能を獲得するまでの間の,立 位保持
のための姿勢制御能力の変化を筋電図学的に解析 した ものである。第一次審査で指摘 された大腿
切断者と下腿切断者が混在 した状態での解析を修正 し,下 腿切断者で健側下肢の筋活動の経時変
化を解析 している。その結果,第 一次審査時では明確 にされていなかった下肢筋間の平均筋活動
量比率とその標準偏差をそれぞれ経時的に求め,例 えば,前 方 シフト時における外側広筋に対す
る腓腹筋の筋活動量比率は訓練の経過 とともに減少 し,ま たその標準偏差 も減少することを認め
ている。 このことは,訓 練の経過 とともに最大歩行速度を含む歩行機能の改善することを併せて
考えると,義 足装着早期においては過剰な筋活動を伴 った健側下肢のanklestrategyに 依存 し
た歩行であったものが,訓 練の経過 とともにanklestrategyか ら脱却 し,よ り余分 な筋活動の
ない効率的な歩行が得 られていることを示していると結論付 けている。このような結果と考察は,





なお,昨 今筋電図解析 も医工学的手法によるより精度の高いものとなっており,今 後 このよう
な解析手法 も取 り入れて研究を進めるとよいとの意見 も最終審査では出されたことを追記す る。
よって,本 論文は博士(障 害科学)の 学位論文として合格 と認める。
/
一472一
